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　ALOS-2を用いた干渉解析によって、広域の地殻変動を捉えるのみならず、局所的な地表変状を捉えられる

ことが明らかとなってきた（Fujiwara,2016、小俣ほか，2017）。本発表では、LC-InSARによる解析（三五

ほか，2016、小俣ほか，2016）を用いて、2018年9月28日にインドネシアのSulawesi島で発生した地震によ

る地殻変動を検討した。地震の規模はMw7.5、震源の深さは20km（USGS,2018）である。Sulawesi島の

Palu市街地の西側、山地と低地の境界にはPalu-Koro断層が分布することが知られていた。Palu-Koro断層は

GPSによる5年間の観測で3.4cm/yrの左横ずれを示す（Walpersdorf and Vigny, 1998）ほど活発な活断層であ

り、今回の地震はこのPalu-Koro断層に沿って発生した。この地震による地殻変動は、地震直後に国土地理院

（2018）によって広域観測モード（分解能60m）による干渉SAR解析が実施され、Palu-Koro断層と一致する

ように南北に走行を持つ断層が確認された。Paluより南側で5m程度の変位が生じていること、左横ずれして

いるのと調和的な変動がみられることが報告されている。 

　本発表で行った干渉SAR解析では、高分解能モード（分解能10m）で観測された2018年3月1日と、2018年

10月25日の南行軌道のデータを使用し、Palu周辺のより詳細な変動の抽出を試みた。 

　LC-InSAR図によれば、Palu-Koro断層に沿って、低コヒーレンスが連続するとともに位相の不連続が生じて

いる‘位相不連続ライン’が確認できる。このような‘位相不連続ライン’は地表変状が生じている箇所であ

ることがこれまでのLC-InSAR解析で示されている（小俣ほか,2017）ことから、Palu-Koro断層沿いの‘位相

不連続ライン’も地表地震断層を含む地表変状が生じていると推定される。‘位相不連続ライン’は

Palu-Koro断層沿いで大きな位相差を生じている箇所のほかに、平行する南北方向の微小な位相の不連続も確

認できる。また、主断層から離れた東側の平野部には北西－南東方向の‘位相不連続ライン’が確認され

る。これらは派生断層もしくは副断層による地表変状を生じていることを示している可能性がある。 

　今回の地震では、平野部で液状化から大規模な側方流動が生じたとされている（森,2018）。このような側

方流動が生じた地域はコヒーレンス値が低くなることから、LC-InSAR図では赤色で表現される。LC-InSAR図

と光学衛星写真とを比較してみると、光学衛星で認められる側方流動を生じた範囲より広い範囲においてコ

ヒーレンス値が低く、赤色で表現されていることが判る。コヒーレンス値が低くなるのは地表面の変動だけで

はないため注意が必要であるが、明らかな側方流動を生じている範囲よりも広い範囲で地表面に何らかの変化

を生じていることを示唆している可能性がある。これは、液状化が発生している範囲は、側方流動を生じてい

る範囲よりも広範囲に及ぶ可能性を示唆するものである。 

　以上、インドネシアのSulawesi島で発生した地震による変動をALOS-2によるLC-IｎSAR図で検討してみたと

ころ、地表地震断層を含む地表変状、および液状化が生じている可能性がある範囲を抽出することが出来

た。ALOS-2のデータを利用することで、国内の災害と同様に海外の災害でも広域に被害が発生した災害の発

生箇所およびその範囲を特定できることが再確認された。 
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